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(57)【要約】
【課題】  クロストークが発生しにくく、順バイアス電
圧の立ち上がりを早くして高輝度とすることができ、且
つ、一部の画素の短絡により輝線が生じないようにする
ことができる有機ＥＬ表示装置を提供することを課題と
する。
【解決手段】  本有機ＥＬ表示装置に用いられる有機Ｅ
Ｌ素子１は、有機ＥＬ積層体３ａ、３ｂとを備える。ま
た、有機ＥＬ積層体３ａ、３ｂはそれぞれ略長方形状で
あり、組合せることで１つの略正方形状の表示画素を構
成する。また、直列接続されている。このような有機Ｅ
Ｌ素子を用いる有機ＥＬ表示装置はリーク電流が少ない
ため、クロストークが発生しにくい。また、静電容量が
少ないため、立ち上がりが早く、高輝度とすることがで
きる。更に、一部の有機ＥＬ積層体の短絡により輝線が
生じて、全体の表示品位が低下してしまうことがない。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ２以上の画素を具備する有機ＥＬ素子を
備える有機ＥＬ表示装置であって、該有機ＥＬ素子は、
該画素を単純マトリクス駆動により発光させるドットマ
トリクス型の構成であり、該画素は、陽極、有機ＥＬ膜
及び陰極を具備し、この順に積層されてなる有機ＥＬ積
層体を２以上直列接続したことを特徴とする有機ＥＬ表
示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は有機ＥＬ（エレクト
ロルミネセンス）表示装置に関する。更に詳しくは、本
発明は単純マトリクス駆動を行うドットマトリクス型で
ある複数の画素を取り扱う有機ＥＬ表示装置に関し、ク
ロストークが発生しにくく、発光の立ち上がりが早く高
輝度とすることができ、一部の画素の短絡によって表示
装置全体の表示品位の低下を抑えることができる有機Ｅ
Ｌ表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ膜を間に挟み、縦横に配したス
トライプ状電極によって形成されたドットマトリクス型
の有機ＥＬ素子を用いた有機ＥＬ表示装置において、そ
れぞれの画素に相当する有機ＥＬ積層体は、ダイオード
とコンデンサを並列接続したものと等価とみなすことが
でき、図４に示すように、順方向電圧（順バイアス電
圧）を印加することで必要な画素Ｎのみ発光することが
できる。また、各有機ＥＬ積層体のリーク電流によっ
て、発光を希望しない画素の有機ＥＬ積層体が暗く発光
するというクロストーク現象を防止するために、発光を
希望しない有機ＥＬ積層体に対して逆方向電圧（逆バイ
アス電圧）を印加したり、発光するしきい値未満の順方
向電圧を印加している（例えば、特開平６－３０１３５
５号公報を参照）。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、逆バイアス電
圧が印加された有機ＥＬ積層体は、その静電容量分だけ
逆バイアスによる充電がなされるため、その後、順バイ
アス電圧を印加しても充電分を放電する時間が余分に必
要となることで、実際の電圧の立ち上がりが鈍くなり、
発光できる時間が短くなるため実質の輝度が低下する。
【０００４】また、逆バイアス電圧の印加によりクロス
トーク現象が軽減されるが、逆に有機ＥＬ積層体に対し
て負担を掛けることが知られている。更に、有機ＥＬ表
示装置の高輝度化のために順バイアス電圧及び逆バイア
ス電圧がより高圧になっているが、逆バイアス電圧がよ
り高圧となることで画素を構成する有機ＥＬ積層体が破
壊され易くなる。また、図４に示すように、ある画素の
有機ＥＬ積層体Ｄが破壊されて短絡状態となると、該当
する画素Ｄが点灯しなくなる他、短絡した有機ＥＬ積層
体Ｄに印加される逆バイアス電圧が短絡した有機ＥＬ積
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層体Ｄを経由して正常な有機ＥＬ積層体Ｅへ流れ点灯す
るという現象が発生する。これは、スキャンラインに沿
って発生するため、輝線となってあらわれる。更に、こ
の輝線は通常の発光より高輝度となり、有機ＥＬ表示装
置全体の表示品位を損ねてしまう。
【０００５】本発明は、このような問題点を解決するも
のであり、クロストークが発生しにくく、順バイアス電
圧の立ち上がりを早くして高輝度とすることができ、且
つ、一部の画素の短絡によって輝線が生じないようにす
ることができる有機ＥＬ表示装置を提供することを目的
とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本第１発明の有機ＥＬ表
示装置は、２以上の画素を具備する有機ＥＬ素子を備え
る有機ＥＬ表示装置であって、該有機ＥＬ素子は、該画
素を単純マトリクス駆動により発光させるドットマトリ
クス型の構成であり、該画素は、陽極、有機ＥＬ膜及び
陰極を具備し、この順に積層されてなる有機ＥＬ積層体
を２以上直列接続したことを特徴とする。
【０００７】上記「ドットマトリクス型の構成」は、画
素を構成する有機ＥＬ積層体の陽極及び陰極となる電極
を略ストライプ状とし、陽極となる電極と、陰極となる
電極とを交差するように配設したものをいう。有機ＥＬ
表示装置の発光の制御単位となる上記「画素」は、上記
「有機ＥＬ積層体」を２以上直列接続したもので構成さ
れ、任意の形状とすることができる。また、直列接続す
る有機ＥＬ積層体は２のみとしてもよいが、３以上とす
ることで発光電圧のしきい値をより高くすることがで
き、発光を行わない時との電圧差をより大きくし、クロ
ストークを発生しにくくすることができる。
【０００８】上記「有機ＥＬ積層体」を構成する上記
「有機ＥＬ膜」は、陽極及び陰極から供給される正孔及
び電子を再結合させることで発光する部位である。この
有機ＥＬ膜は、少なくとも有機蛍光性物質を含有する発
光層を備える。また、発光層に加えて正孔注入層、正孔
輸送層、電子輸送層及び電子注入層のうち少なくとも一
層を備えることもできる。更に、各層を構成する材料と
しては、それぞれ種々の公知材料を用いることができ
る。これらの各層を形成する方法としては、真空蒸着
法、スピンコート法、キャスト法、スパッタリング法、
ＬＢ法等を挙げることができる。有機ＥＬ膜を構成する
発光層は、ベンゾチアゾール系、ベンゾイミダゾール系
等の蛍光増白剤、及び金属キレート化オキシノイド化合
物、スチリルベンゼン系化合物等の金属錯体等により形
成することができる。また、正孔輸送層はトリフェニル
アミン誘導体等により、電子輸送層はアルミキノリウム
錯体等により形成することができる。更に、正孔注入層
は銅フタロシアニン錯体等により、電子注入層はアルカ
リ金属のフッ化物又は酸化物等により形成することがで
きる。
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【０００９】上記「陽極」及び上記「陰極」について
も、それぞれ種々の材質により形成することができる。
陽極は、Ａｕ、Ｎｉ等の金属単体、及びＩＴＯ（Indium
 Tin Oxide）、ＣｕＩ、ＳｎＯ２、ＺｎＯ等の金属化合
物等を使用して形成することができる。このうち、生産
性、安定した導電性等の観点からＩＴＯを用いて形成す
ることが特に好ましい。また、陰極は、Ａｌ、Ａｕ、Ａ
ｇ、Ｍｇ、Ｃｕ等の金属の他、Ｍｇ－Ａｇ等の合金や、
Ｍｇ及びＡｇの混合物等によって形成することができ
る。
【００１０】本有機ＥＬ表示装置は、有機ＥＬ積層体を
配設するための基板を備えることができる。この基板と
しては、その表面に有機ＥＬ積層体を構成する有機ＥＬ
膜が形成できる材質であればよく、任意に選択すること
ができる。また、透明であるかについても特に問わな
い。更に、透明の基板である場合、有機ＥＬ膜の発光に
よる文字、図形等の視認が損なわれない程度の透明性を
有する材質からなるものを使用することができる。その
ような基板としては、無機ガラス、並びにポリオレフィ
ン、ポリエステル、ポリアミド、ポリカーボネート、及
びアクリル樹脂等からなるものを用いることができる。
この透明の基板は無色透明であってもよいし、適宜の色
調に着色された着色透明のものであってもよい。更に、
本有機ＥＬ表示装置は、有機ＥＬ積層体を封止するため
の封止部材を設けることができる。この封止部材は、そ
の周縁において基板と接合される接合面を有し、その他
の部分は、この封止部材と、陽極、有機ＥＬ膜及び陰極
からなる有機ＥＬ積層体とが接触しない程度の空間が形
成されるキャップ形状であることが好ましい。上記「有
機ＥＬ表示装置」は、画素を構成する有機ＥＬ積層体を
具備する有機ＥＬ素子の他、この有機ＥＬ素子を駆動す
るための駆動装置を備えることができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、図１～図４を用いて本発明
の有機ＥＬ表示装置を実施例により説明する。
（１）有機ＥＬ表示装置の構成
本有機ＥＬ表示装置に用いられる有機ＥＬ素子１は、図
１及び２に示すように、透明でガラス製の基板２と、こ
の基板２上に順次形成される、陽極３１ａ、３１ｂ、隔
壁４１、４２、有機ＥＬ膜３２ａ、３２ｂ及び陰極３３
ａ、３３ｂからなる有機ＥＬ積層体３ａ、３ｂとを備え
る。また、有機ＥＬ積層体３ａ、３ｂはそれぞれ略長方
形状であり、組合せることで１つの略正方形状の画素を
構成する。
【００１２】陽極３１ａ、３１ｂはＩＴＯ薄膜からな
る。有機ＥＬ膜３２ａ、３２ｂは有機蛍光材料等によっ
て構成され、陽極３１ａ、３１ｂ側から順に、銅フタロ
シアニン錯体からなる正孔注入層、ＴＰＴＥ（トリフェ
ニルアミンの４量体）からなる正孔輸送層、アルミキノ
リウム錯体をホストとしキナクリドンをドーピングした
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発光層、アルミキノリウム錯体からなる電子輸送層、及
びＬｉＦからなる電子注入層等の各層を順次積層して構
成される薄膜である。また、陰極３３ａ、３３ｂは、Ａ
ｌ薄膜からなる。更に、有機ＥＬ膜３２ａ、３２ｂ及び
陰極３３ａ、３３ｂは、隔壁４１、４２によって分断さ
れることでストライプ状に形成されている。
【００１３】同一画素における有機ＥＬ積層体３ａ、３
ｂの間は隔壁４２が設けられている。有機ＥＬ積層体３
ａの陰極３３ａは隔壁４２の下から有機ＥＬ積層体３ａ
側へ延伸して設けられている有機ＥＬ積層体３ｂの陽極
３１ｂと接触することで、図３に示すように有機ＥＬ積
層体３ａ及び有機ＥＬ積層体３ｂを電気的に直列接続し
ている。
【００１４】（２）本有機ＥＬ表示装置の効果
このような有機ＥＬ表示装置に用いられる有機ＥＬ素子
は、図２及び３に示すように、各画素を構成する有機Ｅ
Ｌ積層体３ａ、３ｂを電気的に直列接続されている他
は、図４に示す従来の有機ＥＬ素子と同様の回路構成で
ある。このため、従来からの有機ＥＬ素子の制御回路を
接続し、順バイアス電圧を従来より高く（例えば発光し
きい値の２倍以上）設定することで有機ＥＬ表示装置と
して利用することができる。
【００１５】本有機ＥＬ表示装置は、直列接続した２つ
の有機ＥＬ積層体３ａ、３ｂを一つの画素としたことに
よって、有機ＥＬ積層体３ａ、３ｂの一方（図３のＤを
参照）が短絡を起こしても、有機ＥＬ積層体３ｂ、３ａ
の他方が発光可能であるため該当画素の表示能力を全く
失わずに済む。また、有機ＥＬ積層体３ａ、３ｂの他方
が正常であれば逆バイアス電圧が流れることが無いた
め、輝線が生じることによる表示品位の低下を防止する
ことができる。
【００１６】更に、有機ＥＬ積層体３ａ、３ｂを直列接
続することにより発光電圧のしきい値が従来の約２倍に
なり、直列接続による１画素あたりの抵抗も約４倍に高
くなるため、発光していない時の１画素あたりの印加電
圧が従来と同じである場合、リーク電流を大幅に減少さ
せることができる。このため、クロストークが発生しに
くくなり、逆バイアス電圧も従来より低圧に設定するこ
とが可能となる。
【００１７】また、従来の１画素分の面積に有機ＥＬ積
層体３ａ、３ｂが直列接続されることで、有機ＥＬ積層
体３ａ、３ｂの静電容量が従来の約２分の１となり、そ
の合成静電容量は、従来の約２分の１となる。従って、
逆バイアスによる充電量が従来の２分の１となり、発光
時の立ち上がりもより速くなるので、長時間発光するこ
とができ、従来と同じ制御方法で同程度の電流を流して
も、高輝度で発光させることができる。
【００１８】尚、本発明においては、上記実施例に限ら
れず、目的、用途に応じて本発明の範囲内で種々変更し
た実施例とすることができる。即ち、各実施例における
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有機ＥＬ積層体３ａ、３ｂの形状は長方形状であるが、
組合せて１画素として取り扱うことができる形状であれ
ばよく、三角形や半円形にするなど、任意の形状にする
ことができる。更に、画素の形状においても正方形状の
他、用途に応じて長方形状や円形状などにすることがで
きる。また、実施例では、１画素を２つの有機ＥＬ積層
体にて構成したがこれに限られず、３つ以上の有機ＥＬ
積層体を直列接続して構成することもできる。このよう
な有機ＥＬ表示装置は、発光電圧のしきい値をより高く
することで、発光を行わない時との電圧差をより大きく
し、クロストークを発生しにくくすることができる。
【００１９】
【発明の効果】本発明の有機ＥＬ表示装置によれば、リ
ーク電流を減らすことができるため、クロストークが発
生しにくい。また、従来と同じ制御方法で同程度の電流
を流しても、長時間発光可能であるため、高輝度で発光*

6
*させることができる。更に、画素の一部の有機ＥＬ積層
体が短絡を生じても、該当画素の発光能力を完全に失う
ことが無く、輝線を生じることもない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施例の有機ＥＬ表示装置に用いる有機ＥＬ
素子の構成を説明するための一部破断した平面図であ
る。
【図２】本実施例の有機ＥＬ表示装置に用いる有機ＥＬ
素子の構成を説明するための縦断面図である。
【図３】本実施例の有機ＥＬ表示装置を説明するための
模式回路図である。
【図４】従来の有機ＥＬ表示装置を説明するための模式
回路図である。
【符号の説明】
１；有機ＥＬ素子、２；基板、３１；陽極、３２；有機
ＥＬ膜、３３；陰極、４１、４２；隔壁、５；絶縁層。

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(5) 特開２００２－３１３５７２

フロントページの続き
  
(51)Int.Cl.7              識別記号                        ＦＩ                              テーマコート゛(参考）
   Ｈ０５Ｂ  33/22                                       Ｈ０５Ｂ  33/22                 Ｚ    
             33/26                                                 33/26                 Ｚ    
  
Ｆターム(参考） 3K007 AB05 AB11 AB17 AB18 BA06
                      CA01 CB01 DA01 DB03 EB00
                5C094 AA03 AA09 AA10 AA13 AA21
                      AA31 AA43 AA48 AA56 BA27
                      CA19 CA20 DA13 DB04 EA04
                      EA05 EB02 FB01 GB10 



专利名称(译) 有机EL表示装置

公开(公告)号 JP2002313572A 公开(公告)日 2002-10-25

申请号 JP2001115978 申请日 2001-04-13

[标]申请(专利权)人(译) 丰田自动车株式会社

申请(专利权)人(译) 丰田汽车公司

[标]发明人 小林卓

发明人 小林 卓

IPC分类号 H01L51/50 G09F9/30 H01L27/32 H05B33/14 H05B33/22 H05B33/26

CPC分类号 H01L27/3204 H01L27/3283

FI分类号 H05B33/14.A G09F9/30.343.Z G09F9/30.365.Z H05B33/22.B H05B33/22.D H05B33/22.Z H05B33/26.Z 
G09F9/30.343 G09F9/30.365 H01L27/32

F-TERM分类号 3K007/AB05 3K007/AB11 3K007/AB17 3K007/AB18 3K007/BA06 3K007/CA01 3K007/CB01 3K007
/DA01 3K007/DB03 3K007/EB00 5C094/AA03 5C094/AA09 5C094/AA10 5C094/AA13 5C094/AA21 
5C094/AA31 5C094/AA43 5C094/AA48 5C094/AA56 5C094/BA27 5C094/CA19 5C094/CA20 5C094
/DA13 5C094/DB04 5C094/EA04 5C094/EA05 5C094/EB02 5C094/FB01 5C094/GB10 3K107/AA01 
3K107/BB01 3K107/CC02 3K107/CC29 3K107/CC33 3K107/EE02

外部链接 Espacenet

摘要(译)

串扰几乎不发生，并迅速上升的正向偏置电压的可以是高亮度和有机EL
显示装置，可以对亮线进行不通过一些成像素的短路而产生并提供制造
它的方法。 解决方案：用于本有机EL显示装置的有机EL元件1包括有机
EL层压板3a，3b。另外，有机EL层叠体3a和3b中的每一个具有基本上
矩形的形状，并且组合以形成一个基本上正方形的显示像素。而且，它
们是串联连接的。在使用这种有机EL元件的有机EL显示装置中，漏电流
小，几乎不发生串扰。另外，由于电容小，所以可以快速上升并且可以
获得高亮度。此外，由于有机EL层叠体的一部分的短路而产生亮线，从
而不降低整体显示质量。
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